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どうなる合併後の勝浦町　重要項目編
勝浦町の基金　窓口サービス　保健医療福祉
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どうなる合併後の勝浦町
安全環境整備　農林商工業振興施策の推進　道路交通基盤の整備
生活環境基盤整備　行政情報網の設備充実
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どうなる合併後の勝浦町　各種負担編
地方税　国民健康保険税　小松島市の財政状況
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勝浦町の財政状況試算
15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

○ 歳 入

自 主 財 源 967 703 586 532 531 531 531 531 531 531 531 531 531

地 方 税 419 418 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400

分担金等 15 14 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

使用料等 68 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67

財産収入 1 5 5 1

繰 入 金 4 ※以後、基金からの繰り入れは、下表（基金の内訳）を参照

繰 越 金 388 148 50

諸 収 入 72 51 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53

依 存 財 源 2,682 2,859 2,422 2,234 2,024 1,957 1,893 1,831 1,771 1,714 1,659 1,606 1,554

地方譲与税 55 65 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72

地方特例交付金 13 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

地方交付税 1,718 1,555 1,500 1,500 1,440 1,382 1,327 1,274 1,223 1,174 1,127 1,082 1,038

国庫･県支出金 410 733 406 320 310 301 292 283 274 266 258 250 242

地 方 債 408 412 352 250 110 110 110 110 110 110 110 110 110

そ の 他 78 82 81 81 81 81 81 81 81 81 81 81 81

歳 入 合 計 3,649 3,562 3,008 2,766 2,555 2,488 2,424 2,362 2,302 2,245 2,190 2,137 2,085

○ 歳 出

義務的経費 1,758 1,859 1,678 1,622 1,567 1,511 1,406 1,367 1,348 1,289 1,256 1,201 1,129

人 件 費 784 830 768 697 709 732 703 703 719 670 661 668 618

*（投資的人件費）

扶 助 費 130 172 170 173 176 180 184 187 191 195 199 203 207

公 債 費 844 857 740 752 682 599 519 477 438 424 396 330 304

投資的経費 457 859 575 244 244 244 244 244 244 244 244 244 244

普通建設事業費 401 326 561 230 230 230 230 230 230 230 230 230 230

災害復旧事業費等 56 533 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

うち 人件費

その他の経費 1,165 1,218 1,130 1,100 981 910 904 898 891 885 878 872 866

物 件 費 389 475 488 468 449 444 440 436 431 427 422 418 414

維持補修費 24 31 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16

補助費等 212 248 260 200 198 196 194 192 190 188 186 184 182

積 立 金 151 100

投資及び出資金等 108 99 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

繰 出 金 281 265 356 406 308 244 244 244 244 244 244 244 244

繰上充用

歳 出 合 計 3,380 3,936 3,383 2,966 2,792 2,665 2,554 2,509 2,483 2,418 2,378 2,317 2,239

○ 歳 入 － 歳 出 269 -374 -375 -200 -237 -177 -130 -147 -181 -173 -188 -180 -154

● 備 考

臨財債 278 195 152 140

その他の起債 130 217 200 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110

基金残高又は累積赤字 1,306 1,032 657 457 220 43 -87 -234 -415 -588 -776 -956 -1,110

基金繰入･繰上充用 4 374 375 200 237 177 130 147 181 173 188 180 154

積 立 額 151 100

○ 基金の内訳

区 分 14年度末 増減額 15年度末 増減額 16年10月末 取崩し額 16年度末見込

財政調整基金 448,654 150,338 598,992 100,000 698,992 -269,000 429,992

減債基金 393,259 393 393,652 393,652 -100,501 293,151

地域福祉基金 154,500 154,500 154,500 154,500

横瀬橋架替周辺対策基金 55,146 55,146 55,146 55,146

中山間ふるさと水と土保全基金 5,000 5,000 5,000 5,000

公共用施設維持基金 24,943 24 24,967 24,967 24,967

特定農山村総合支援基金 8,233 -3,734 4,499 4,499 -4,499

自ら考え自ら実践する地域づくり基金 70,000 70,000 70,000 70,000

合 計 1,159,735 147,021 1,306,756 100,000 1,406,756 -374,000 1,032,756

平成17年２月作成 （単位：百万円）合併用算出根拠類似分（交付税 -４％）

dtp
どうなる合併後の勝浦町
勝浦町の財政状況試算
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合併特例債（70％交付税措置） 合併時臨時的経費

普通交付税措置

合併推進のための

国 庫 補 助 金

合 併 に 対 す る

特別交付税措置

徳島県市町村合併

特 別 交 付 金建設事業分 基金造成分

7,825,260 1,305,900 349,070 240,000 213,472 500,000

（建設事業費）（基金造成額） （５年間に配分） （３年間に配分） （３年間に配分） （４年間に配分）

8,237,120 1,374,645 69,814／年 80,000/年 年毎に不定額 不 定 額

（単位：千円）

参

考

dtp
どうなる合併後の勝浦町
新市まちづくりに係る財政計画　市町村合併に対する財政支援
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勝浦町制50周年記念式典　平成17年3月6日
勝浦町農村環境改善センター　記念講演会花田勝トークショー
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男女共同参画社会を目指して17
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中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介⑫

シリーズ

中山間

与 川 内 下分

与川内バイパス沿いのツツジ手入れとホタル

祭りの実施などを行い、集落の環境美化を呼び

かけています。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田

畑 114,194 2,077

計 114,194 2,077 1,320,500

代 表 者 高 木 忠
協定参加者 27人

湧き水のある休耕田を利用して、小さな池を

作りました。トンボやカエルなどたくさんの動

植物が生息しています。また、集落のマスコッ

トとしてトトロをかたどった植木がみかん畑に

出現し、楽しい集落づくりが出来ています。

棚 野 石 倉谷

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 6,928

畑 78,250 270

計 85,178 270 1,046,308

代 表 者 幸 山 茂
協定参加者 29人

山 西

災害や老朽化で壊れた赤線（法定外公共物・

農作業道）の補修作業と草刈りを行い通行が容

易になり喜ばれています。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 8,697 857

畑 86,160 81,279

計 94,857 82,136 1,464,809

代 表 者 真 木 右 八
協定参加者 32人

中 山 第 ２

農道の管理を行い通行者に喜ばれています。

特に夏場の草刈作業は大変ですが、見通しもよ

くなり交通安全にも役立っています。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 17,897

畑 238,368

計 256,265 3,117,069

代 表 者 栗 城 武 夫
協定参加者 39人
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中山間地域等直接支払制度の実施によ

り、平成12年度から平成16年度の各集落

の主とした共同取組活動を1年間紹介し

てきました。同制度の実施により耕作放

棄の発生が防止され、各集落で話し合う

機会が多くなり、地域文化の見直し・伝

承活動や美化活動が進められてきました。

平成17年度以降の次期対策については

集落活動のレベルに応じた段階的交付単

価を設定することになっています。また

集落協定の将来像を明確化し、原則共同

取組活動を実施し、協定締結年度から5

年間の具体的な活動、工程表等の作成が

義務付けられます。

11
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中山間地域等直接支払制度の次期対策について平成17年度以降
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家庭の粗大ごみの回収について　確定申告はもうお済ですか
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１月30日 、勝浦町星谷運動公

園において勝浦郡内のスポーツ少
年団駅伝大会が、男子１８チーム・

女子８チーム（ともにオープン参

加を含む）の参加により開催され
ました。

この冬一番の寒気の影響で大変

寒くなり、厳しいコンディション
の中ではありましたが、選手たち

は、たくさんの声援を受けながら

力走しました。
結果はつぎのとおりです

優 勝 ＦＣクレインＡ

２ 位 勝浦キッズＡ

３ 位 勝浦タイガースＡ

・個人表彰者（町内のみ）

新 開 祐 作（ＦＣクレインＡ） ３分49秒

河 野 洋 平（ＦＣクレインＡ） ４分01秒

瀧 口 明 洋（ＦＣクレインＡ） ４分05秒

勝 本 龍 登（生比奈少年野球クラブＡ）４分06秒

宮 本 慎 也（勝浦キッズＡ） ４分08秒

山 本 史 典（生比奈少年野球クラブＢ）４分16秒

河 野 圭 亮（生比奈少年野球クラブＡ）４分18秒

戸 田 有 亮（勝浦タイガースＡ） ４分19秒

木 原 直 人（勝浦タイガースＡ） ４分21秒

市 川 貴 雄（勝浦タイガースＡ） ４分22秒

坂 田 直 哉（勝浦キッズＡ） ４分28秒

岩 本 将 希（勝浦キッズＡ） ４分28秒

上 田 修 平（勝浦キッズＡ） ４分28秒

清 水 啓 哉（勝浦キッズＡ） ４分29秒

大久保賀史（生比奈少年野球クラブＢ）４分30秒

中村竜津矢（生比奈少年野球クラブＡ）４分31秒

大 森 雄 輝（勝浦キッズＡ） ４分31秒

松 浦 匠 真（生比奈少年野球クラブＢ）４分31秒

優 勝 勝浦ＪＶＣＡ

２ 位 勝浦キッズＡ

３ 位 生比奈少女バレーＡ

・個人表彰者（町内のみ）

岡 葉 月（勝浦ＪＶＣＡ） ４分06秒

板 垣 麻 香（勝浦ＪＶＣＡ） ４分10秒

木 原 麻 衣（勝浦ＪＶＣＡ） ４分12秒

瀧 花 美 咲（生比奈少女バレーＡ）４分16秒

野 崎 杏 奈（勝浦キッズＡ） ４分18秒

湯 浅 幸（ＦＣクレインＡ） ４分32秒

中村莉央成（生比奈少女バレーＡ）４分35秒

上 平 瑞 貴（勝浦ＪＶＣＡ） ４分35秒

清 水 弥 生（勝浦キッズＡ） ４分42秒

柴野氷可吏（勝浦ＪＶＣＢ） ４分44秒

上 田 千 夏（生比奈少女バレーＡ）４分44秒

男 子

女 子

第19回 スポーツ少年団 駅伝大会

専

門

学

校

横

瀬

生

名

Ｂ

久

国

棚

野

与
川
内･

坂
本

生

名

Ａ

星

谷

今

山

沼
江･

石
原

山

西

掛

与川内・坂本

中

角

地区対抗ミックスバレーボール大会が２月

７日から２月９日までの３日間、勝浦町民体

育館において１２チームの参加により開催さ
れました。

試合は女性３人以上の男女ミックスの９人

制３セットマッチで行われました。
今大会は、特に大会の終盤に接戦が多く見

られました。その中で、接戦を勝ち抜いてき

ました坂本・与川内と沼江・石原が決勝戦に
進出しました。

決勝戦も勝負は３セットまでもつれ、最後

まで１点を争う好ゲームとなりましたが、坂
本・与川内が勝利をおさめ、優勝を果たしま

した。敗れはしましたが、沼江・石原も昨年

の優勝に続いて準優勝となり、その健闘は見
事でした。

おめでとうございます。

結果は次のとおりです。

ミックスバレーボール大会
地区対抗



machikado sanpomichi

二
月
九
日
、
勝
浦
病
院
の
デ
イ
ケ

ア
「
コ
ス
モ
ス
」
に
そ
ば
職
人
の
谷

本
敏
雄
さ
ん(

香
川
県)

と
落
語
家

の
桂
七
福
さ
ん(

徳
島
市)

を
お
招

き
し
ま
し
た
。
デ
イ
ケ
ア
利
用
者
と

病
院
の
入
院
患
者
は
、
谷
本
さ
ん
の

そ
ば
打
ち
実
演
や
桂
さ
ん
の
小
話
な

ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。こ

の
催
し
は
、
日
亜
化
学
工
業

(

阿
南
市)

の
創
設
者
で
あ
る
故
小

川
信
雄
氏
の
夫
人
孝
子
さ
ん
の
ご
寄

附
に
よ
る
も
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

杉
山
文
子
会
長
の
仲
介
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
十
六
日
に
は
、
小
川

孝
子
さ
ん
か
ら
杉
山
会
長
を
通
し
て

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
に
、
農
村

と
都
市
と
の
交
流
事
業
に
必
要
な
備

品
も
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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旧
正
月
を
楽
し
む

明
治
三
十
八
年
生
ま
れ
の

岡
タ
カ
ノ
さ

ん
（
掛
谷
）
が
先
月
、
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

喜
楽
苑
で
行
わ
れ
た
誕
生
会
に
は
、
川
口

町
長
も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
徳
島
県
・
勝

浦
町
か
ら
の
祝
い
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

家
族
の
方
や
友
人
の
方
、
ま
た
喜
楽
苑
職

員
の
方
な
ど
多
く
の
方
々
に
も
祝
福
さ
れ
、

タ
カ
ノ
さ
ん
も
大
変
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
す
ご
し

く
だ
さ
い
。

明治・大正・昭和・平成を経て
100歳到達

岡タカノさん（掛谷）が100歳
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第１７回ビッグひな祭りが、２月２０日開催されました。

今年から生名の人形文化交流館で行うことになり、会場内

も人形浄瑠璃の舞台や恐竜博物館が設けられるなど以前よ

り規模が大きくなっていました。

この日は、午前９時過ぎからオープニングセレモニーが

開催され、勝浦座による「式三番叟」に引き続いて、あい

さつやテープカットが行われました。町内外から大勢の方

が来場し、にぎわっていました。

ビッグひな祭りは、今年から会期が延長され、４月３日

まで開催されています。

２月１１日、徳島県知事が県民と

対話する集会「しゃべり場とくしま」

が佐那河内村役場で開催されました。

名東、名西、勝浦郡内から４人のパ

ネリストを含む約７０人が参加し、

勝浦町からは、谷敏治さん(横瀬)が

パネリストとして参加しました。

谷さんは、ミカンのブランド化な

どその経営で培ってきた経験を基に、

農業の活性化や後継者育成には、農

産物のブランド化が欠かせないこと

や農産物の移動トラック「新鮮なっ！

とくしま」号を活用した農産物のＰ

Ｒなどについて発言しました。

徳島県公安委員会から、平成１７年１月１日から平

成１８年１２月３１日までの間、次の方々が徳島県小

松島地域交通安全推進委員に委嘱されました。

中 西 文 夫さん(星谷)

河 野 精 二さん(棚野)

地域交通安全推進委員は、民間のボランティアです。

活動内容は、交通事故を防止するため、「住民の皆

様の理解をより深めていただくための運動の推進」

「安全教育」「広報啓発活動」「交通問題に関する相談

活動」等を行います。

委員の皆さんは、行政と住民の架け橋となりますの

で交通問題についてお気軽にご相談ください。

問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－1501

第17回

ビッグひな祭り
開 幕

中 西 文 夫 さん

（星谷）

河 野 精 二 さん

（棚野）

小松島地域交通安全活動推進委員の紹介

「しゃべり場とくしま」で発言する谷さん（写真左から２人目）

農業のブランド化、後継者育成を
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募

集

平
成
十
七
年
度

就
学
援
助
制
度

募
集
期
間

四
月
一
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

奨
学
金

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一

奨
学
金
貸
付
願
書

二

出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三

家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

五

在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※

そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二

二

五
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

一

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

二

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
。

三

国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

四

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

五

職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者

を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

六

世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
四
月
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て
は

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二

二
五
一
五
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
と
お
り
病
院
の
臨
時
看
護
師
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

正
・
准
看
護
師

募
集
人
員

若
干
名

勤
務
体
系

二
交
替
制

募
集
期
間

三
月
一
日

か
ら

三
月
十
日

ま
で

採
用
予
定
日

平
成
十
七
年
四
月
か
ら

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
病
院

二

二
五
五
五

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二

一
五
〇
二

原
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動
車
な

ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

人
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
人
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
次
の
窓
口
で
確
実
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
税
務
課

二

一
五
〇
三

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
一
二
五
㏄
以
上
の
オ
ー
ト
バ
イ
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

〇
八
八

六
四
一

四
八
一
二

・
軽
自
動
車

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

〇
八
八

六
四
一

二
〇
一
〇

ま
た
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用

ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）
も
公

道
を
走
る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
登
録
が
必
要
で
す
。
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
公
道
を
走
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二

一
五
〇
三

勝
浦
病
院
看
護
師
募
集

廃
車
・
名
義
変
更
は

お
済
み
で
す
か
？

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老
人
保
健
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

平
成
十
七
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
金

に
つ
い
て
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「
徳
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課
で
は
、
平
成

十
七
年
一
月
三
十
一
日

か
ら
成
年
後
見
登

記
に
係
る
証
明
書
の
交
付
事
務
の
み
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

（
窓
口
に
て
直
接
請
求
さ
れ
る
場
合
の
み
、

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
）

郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、
従
来
ど
お

り
、
東
京
法
務
局
民
事
行
政
部
後
見
登
録
課

に
御
請
求
願
い
ま
す
。

一

証
明
す
る
内
容
に
つ
い
て

一

登
記
事
項
証
明
書
（「
事
項
証
明
」
と

も
い
う
）

成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助

人
な
ど
の
登
記
さ
れ
て
い
る
事
項
、
あ
る

い
は
、
代
理
権
に
関
す
る
事
項
な
ど
後
見

に
関
す
る
事
項
が
登
記
記
録
に
記
録
さ
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
項
を
証

明
す
る
も
の

二

登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書

（「
な
い
こ
と
証
明
」
と
も
い
う
）

成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助

人
な
ど
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
も
の

二

手
数
料
に
つ
い
て
（
登
記
印
紙
で
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

一

登
記
事
項
証
明
書
（
事
項
証
明
）
の

場
合

原
則
、
一
通
に
つ
き

千
円

（
証
明
書
の
枚
数
が
十
一
枚
を
超
え
る

場
合
、
五
枚
毎
に
二
百
円
を
加
算
）

二

登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書

（
な
い
こ
と
証
明
）
の
場
合

原
則
、
一
通
に
つ
き

五
百
円

こ
れ
ら
、
成
年
後
見
登
記
事
務
に
係
る
証

明
書
の
交
付
事
務
に
つ
き
、
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
法
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課

〇
八
八

六
二
二

四
八
一
九

〇
八
八

六
二
二

四
八
二
四

徳
島
地
方
法
務
局
鳴
門
支
局

〇
八
八

六
八
五

六
二
二
〇

徳
島
地
方
法
務
局
阿
南
支
局

〇
八
八
四

二
二

〇
四
一
〇

徳
島
地
方
法
務
局
脇
町
支
局

〇
八
八
三

五
二

一
一
六
四

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

〇
八
八
三

二
五

二
四
〇
〇

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

義援金のお知らせ

台風23号により被害を受けられた皆さん

に対しまして、徳島県、社会福祉法人徳島

県共同募金会、日本赤十字社徳島県支部、

日本放送協会徳島放送局、ＮＨＫ厚生文化

事業団、徳島新聞社、徳島新聞社会文化事

業団が10月27日から義援金を募集したとこ

ろ、被災された皆さんに対しまして各団体

に県内外の多くの方々から温かいお気持ち

として義援金が寄せられました。

寄せられた善意につきましては、「徳島県

台風23号被害義援金配分委員会」において

配分が決定され、被災された皆さんにお届

けすることにいたしました。

徳島県台風23号被害義援金募集団体代表

徳島県知事 飯泉嘉門

子ども映画まつり子ども映画まつり

「ファインディング ニモ」

モンスターズ・インクのスタッフが贈る

感動の冒険ファンタジー

日 時 ３月５日（土）

第１回目 12:30～

第２回目 14:30～

場 所 勝浦町農村環境改善センター

入場料 無料

主 催 勝浦町教育委員会

問い合わせ先

勝浦町教育委員会 ２-２５１５
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科 名 受 付 時 間 月 火 水 木 金

内 科

午 前 11:30まで 平 賀 上 村 平 賀 平 賀 伊賀･上村

午 後 16:30まで 伊賀･上村 平賀・伊賀 伊 賀 上 村 山 田

外 科

午 前 11:30まで

小 西

小 西

小 西

午 後 16:30まで 小 西 小 西

整形外科 午 前

11:00まで

※学会等で休診になる
場合があります

徳大医師 徳大医師

小 児 科

午 前 11:30まで

徳大医師 戸井医師

午 後
月曜日：14:30まで

金曜日：15:30まで

◎ 内科外来の医師2人表記は隔週で交代になります。

◎ リハビリの外来受付時間は、午前が11時まで、午後は4時まです。

◎ 内科外来については予約診療も行っています。

問い合わせ先 勝浦病院 ２－２５５５

スポーツ安全保険
団
体 対 象

加入
区分

対象となる
事故の範囲

掛金
（1人年額）

傷害保険 賠償責任保険
（補償限度額）

共済見舞金
死 亡 後遺障害

（最高）

入 院
（1日につき）

通 院
（1日につき）

子
ど
も
の
団
体

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない
大人

Ａ 団体活動中と
その往復中 500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

身体賠償 1人 １億円

1事故 ５億円

財物賠償 1事故 500万円

（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全、

脳内出血等）

160万円

・中学生以下の子ども ＡＷ

団体活動中と
その往復中

1，050円
2，100万円 3，150万円 5，000円 2，000円

上記補償に身体・財物賠償

合算で 1事故500万円を加算

団体活動中とそ
の往復中 以外 100万円 150万円 1，000円 500円

身体・財物賠償 合算で
１事故500万円（免責1,000円）

対象と
なりません

・子どもと一緒にスポーツ
活動を行う大人（指導者）

ＡＣ
団体活動中と
その往復中

1，000円 1，000万円 1，500万円 2，500円 1，000円 身体賠償 1人 １億円

1事故 ５億円

財物賠償 1事故 500万円

（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全、

脳内出血等）

160万円Ｃ 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

大
人
の
団
体

・大人の文化活動、ボラン
ティア活動、地域活動

（スポーツの指導、審判、ダンス、踊り等を除く。）
Ａ

団体活動中と
その往復中

500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円 身体賠償
1人 １億円

1事故 ５億円

（免責1,000円）

財物賠償
1事故 500万円

（免責1,000円）

突然死
（急性心不全、

脳内出血等）

160万円

・老人クラブなど
（60歳以上） Ｂ 800円 600万円 900万円 1，800円 1，000円

・大人のスポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む。） Ｃ 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円

・危険度の高いスポーツ活動
（アメリカンフットボール、山岳登はんなど。） Ｄ 9，000円 500万円 750万円 1，800円 1，000円

1,000万人の保険
スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動などに最適な保険です。

スポーツ安全協会
徳島県支部（徳島県体育協会内）

〒770-0939 徳島市かちどき橋1-41
TEL 088-655-3660

財団
法人

：★グループ活動中の事故
★往復中の事故

：平成17年４月１日午前零時から

翌年３月31日午後12時まで

（申込受付は平成17年３月から）

対象となる事故

保 険 期 間

ＵＲＬ http://www．sportsanzen．org
●資料請求はFAXでも受付けしております。0120-104442（FAX専用）

保険の詳しい内容、資料のご請求は

ホームページをご覧ください。

５人以上の団体で
ご加入ください

勝浦病院 医師診察当番表
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学
童
ク
ラ
ブ
員
募
集
中

次
の
と
お
り
学
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
教
室

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
乳
幼
児
に
関
す
る
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間（
平
日)

午
前
九
時
～
午
後
四
時

電
話
相
談（
平
日
）
午
前
九
時
～
午
後
四
時

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二

三
〇
七
七

★
三
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

３月９日 ３月２日

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
お
別
れ
遠
足

場

所

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園

時

間

午
前
十
一
時
現
地
集
合

午
後
一
時
現
地
解
散

わ
ん
ぱ
く
教
室
を
ス
タ
ー
ト
し
た
頃

は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
で
お
母
さ
ん
に

し
が
み
つ
い
て
い
た
り
、
泣
き
出
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
す
っ
か
り
教
室

の
雰
囲
気
に
慣
れ
、
手
遊
び
や
体
操
等

を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

で
も
、
平
成
十
六
年
度
の
わ
ん
ぱ
く

教
室
は
今
回
で
終
了
で
す
。
最
後
に
み

ん
な
で
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
。
晴
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
三
月
生
お
誕
生
会

食
品
表
示

日
本
人
の
食
生
活
に
占
め
る
加
工

食
品
や
輸
入
食
品
の
割
合
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
唯

一
の
手
が
か
り
に
な
る
の
が
食
品
表

示
で
す
。
食
品
表
示
に
よ
っ
て
初
め

て
、
そ
の
食
品
が
何
か
ら
で
き
て
い

て
、
ど
こ
で
生
産
さ
れ
た
物
で
、
だ

れ
が
作
っ
た
物
で
、
ど
の
よ
う
な
栄

養
が
あ
っ
て
、
い
つ
ま
で
な
ら
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
の
か
、
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

最
近
の
食
品
表
示
に
関
す
る
法
律

は
、「
最
低
限
必
要
な
も
の
だ
け
に
限
っ

て
法
律
で
定
め
る
」
と
い
う
ス
タ
ン

ス
か
ら
「
可
能
な
限
り
す
べ
て
の
も

の
を
表
示
す
る
」
考
え
方
へ
と
移
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
「
文
字
が

多
す
ぎ
て
中
身
が
見
え
な
い
」
と
い

う
心
配
が
生
じ
る
ほ
ど
、
表
示
義
務

事
項
が
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
表
示
事
項
は
増
え

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。
消
費
者
も
勉
強
し
、

書
か
れ
て
い
る
内
容
を
理
解
し
て
活

用
し
な
く
て
は
、
せ
っ
か
く
の
表
示

も
宝
の
持
ち
腐
れ
で
す
。
消
費
者
の

み
な
さ
ん
は
少
な
く
と
も
「
購
入
す

る
前
に
は
表
示
を
必
ず
確
認
す
る
」

と
い
う
癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

消
費
者
の
豆
知
識
⑬

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

か
ら
の
お
知
ら
せ

学童クラブ名称 ちゃいるどクラブ たけのこクラブ

場 所 生比奈小学校東側 横瀬小学校西側

生 活 内 容 下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅
その他体力づくり、読み聞かせなど

保 育 時 間
下校時～18:30

平 日

土曜・長期休暇・臨時休校日 ８:00～17:00 ７:30～18:30

休 日
日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月４日）

日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月３日）

保

育

料

平常保育
５･６･９･10･11･12月 ６,０００円/月 低学年 ７,０００円/月

高学年 ３,５００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ６,０００円/月
高学年 ３,０００円/月

長期休暇を含む月
４･７･12･１･３月 ７,０００円/月 低学年 ８,０００円/月

高学年 ５,５００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ７,０００円/月
高学年 ５,０００円/月

長期休暇月 ８月 １０,０００円/月 １０,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童 ８,０００円/月

長期休暇のみ
夏休み（７月）
夏休み（８月）
冬休み
春休み

３,０００円
１０,０００円
３,０００円
５,０００円

４,０００円
１２,０００円
４,０００円
６,０００円

入 会 金 ３,０００円/人
申 込 先 各学童クラブ

申 込時 間帯 平日 13:00～16:00

問い合わせ先 ちゃいるどクラブ事務局
２－３８８４

たけのこクラブ事務局
２－２０５５

そ の 他 一時預かり（事前連絡必要：1,000円/日）



かたりあうページ

お
兄
ち
ゃ
ん
の
不
登
校
は
、
中
学

二
年
の
時
に
始
ま
っ
た
。
早
退
、
保

健
室
登
校
な
ど
を
く
り
返
し
、
つ
い

に
全
く
学
校
へ
行
か
な
く
な
っ
た
時

正
直
な
と
こ
ろ
、
ぼ
く
は
不
公
平
だ

と
思
っ
た
。
ぼ
く
だ
っ
て
学
校
へ
行

き
た
く
な
い
日
は
あ
る
。
休
ん
で
一

日
中
ゲ
ー
ム
し
た
り
本
を
読
ん
だ
り

遊
ん
で
い
た
い
。「
な
ん
で
お
兄
ち
ゃ

ん
は
休
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
ん
だ
。

甘
え
る
な
」
と
言
い
た
か
っ
た
。
不

登
校
＝
ず
る
休
み
と
感
じ
て
い
た
。

家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
お
兄
ち
ゃ

ん
は
元
気
そ
の
も
の
で
、
ぼ
く
は
休

ん
で
い
る
こ
と
自
体
に
腹
が
立
っ
て

い
た
。

あ
る
日
、
お
母
さ
ん
に
「
何
で
お

兄
ち
ゃ
ん
は
学
校
へ
行
か
へ
ん
の
」

と
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
「
Ｙ
、
言

葉
の
暴
力
と
い
う
の
を
知
っ
て
る
か
？

言
葉
の
暴
力
は
、
人
の
心
の
中
で
一

番
ふ
れ
て
ほ
し
く
な
い
部
分
を
言
葉

と
い
う
武
器
で
な
ぐ
り
つ
け
る
よ
う

な
も
ん
や
。
お
兄
ち
ゃ
ん
み
た
い
に

お
と
な
し
い
子
や
反
論
せ
え
へ
ん
子

は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
や
す
い
ん
や
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
太
い
や

ろ
。
太
っ
て
る
と
か
に
ぶ
そ
う
と
か

顔
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
事
は

だ
れ
だ
っ
て
ふ
れ
て
ほ
し
く
な
い
部

分
や
ろ
。
「
き
も
い
顔
し
て
こ
っ
ち

見
る
な

」
と
か
「
死
ん
で
し
ま
え
」

と
か
、
そ
ん
な
事
毎
日
言
わ
れ
続
け

て
自
信
が
な
く
な
っ
て
る
ん
や
。
こ

れ
は
目
に
見
え
へ
ん
と
っ
て
も
深
い

傷
な
ん
や
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
ま
わ
り
の
友

達
と
か
は
何
も
言
わ
へ
ん
の
？
ひ
ど

い
事
言
う
な
と
か
、
お
前
の
親
の
方

が
キ
モ
イ
と
か
」
と
僕
は
す
ぐ
に
言

い
返
し
た
。
す
る
と
お
母
さ
ん
は

「
Ｙ
は
友
達
が
そ
ん
な
ひ
ど
い
言
わ

れ
方
し
た
ら
、
す
ぐ
に
か
ば
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
？
か
ば
っ
た
ら
今
度
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ん
で
。
な

ぐ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ん
」
そ
う
言
わ

れ
る
と
『
あ
あ
そ
う
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
友
達
を
か
ば
っ

て
あ
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
自

分
の
安
全
を
守
る
一
つ
の
手
段
な
ん

だ
』
と
感
じ
た
。
そ
し
て
急
に
お
兄

ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
そ
う
に
思
え
て
き

た
。
『
辛
い
よ
ね
。
一
人
ぼ
っ
ち
で

学
校
に
い
て
も
楽
し
く
な
い
も
ん
な
』

僕
は
お
兄
ち
ゃ
ん
に
悪
い
こ
と
を
し

た
と
い
う
気
に
な
っ
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
も
自
分
自
身
、
不
登

校
に
な
っ
た
事
を
責
め
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
親
に
心
配
か
け
た
事
や
遅

れ
て
く
る
勉
強
、
気
に
な
る
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。

お
母
さ
ん
も
考
え
込
む
事
が
多
く
な
っ

た
。
お
父
さ
ん
は
単
身
赴
任
で
年
に

数
回
し
か
帰
ら
な
い
。
家
族
が
そ
れ

ぞ
れ
お
た
が
い
の
事
を
考
え
て
い
た

数
ヶ
月
だ
っ
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
は
二
人

で
話
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
僕
は
い

つ
も
別
の
部
屋
に
行
か
さ
れ
て
い
た
。

聞
こ
え
て
く
る
お
母
さ
ん
の
泣
き
声
。

部
屋
か
ら
出
て
来
た
時
、
お
兄
ち
ゃ

ん
の
目
も
ま
っ
赤
だ
っ
た
。
そ
の
時

僕
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
ひ
ど
い
事
を

言
っ
た
人
達
が
心
の
底
か
ら
に
く
い

と
思
っ
た
。
お
母
さ
ん
は
お
兄
ち
ゃ

ん
の
事
に
気
を
取
ら
れ
、
そ
れ
で
精

一
杯
だ
と
思
え
た
。
僕
の
事
は
後
ま

わ
し
に
さ
れ
て
い
る
み
た
い
だ
っ
た
。

で
も
僕
は
ガ
マ
ン
し
た
。
そ
れ
が
、

た
っ
た
ひ
と
つ
お
兄
ち
ゃ
ん
に
し
て

あ
げ
ら
れ
る
事
だ
っ
た
か
ら
。
お
母

さ
ん
に
も
よ
け
い
な
心
配
か
け
た
く

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
で
き
る
だ
け
自

分
の
事
は
自
分
で
す
る
よ
う
に
し
た
。

家
庭
の
中
が
一
番
暗
か
っ
た
時
期
、

い
つ
も
重
い
空
気
が
流
れ
て
い
た
。

こ
の
空
気
は
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。

数
ヶ
月
が
過
ぎ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は

適
応
指
導
教
室
に
通
い
始
め
た
。
お

母
さ
ん
は
正
社
員
で
働
い
て
い
た
会

社
を
や
め
て
お
兄
ち
ゃ
ん
の
送
迎
を

し
て
い
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
よ
く
笑

う
よ
う
に
な
っ
た
。
僕
に
け
ん
か
を

ふ
っ
か
け
て
く
る
事
も
あ
っ
た
。
体

の
大
き
い
お
兄
ち
ゃ
ん
に
は
い
つ
も

負
け
て
ば
か
り
だ
っ
た
け
ど
、
僕
は

う
れ
し
か
っ
た
。

あ
る
日
、
お
母
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
の

引
き
出
し
の
中
の
手
紙
を
見
つ
け
た
。

そ
こ
に
は
『
お
母
さ
ん
、
も
う
一
緒

に
死
の
う
な
ん
て
悲
し
い
事
言
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
原
因
は
僕
に
あ
り

ま
す
。
僕
一
人
い
な
く
な
れ
ば
い
い

ん
で
す
。
お
母
さ
ん
に
は
Ｙ
が
い
ま

す
。
僕
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

Ｙ
に
は
き
っ
と
で
き
る
は
ず
で
す
。

僕
の
事
は
も
う
い
い
か
ら
Ｙ
を
し
っ

か
り
み
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
書

か
れ
て
あ
っ
た
。
僕
は
胸
が
苦
し
く

な
っ
た
。
心
の
底
が
ズ
ン
と
重
く
な
っ

た
。
涙
も
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
僕
は

今
ま
で
お
母
さ
ん
は
お
兄
ち
ゃ
ん
の

も
の
と
思
っ
て
き
た
。
で
も
お
兄
ち
ゃ

ん
は
ち
ゃ
ん
と
僕
の
事
を
思
っ
て
い

て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
一
人
で
こ
ん

な
に
悩
ん
で
い
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
を

こ
こ
ま
で
追
い
詰
め
た
人
達
を
に
く

い
と
思
っ
た
が
、
不
登
校
に
な
っ
た

の
は
、
そ
の
人
達
の
せ
い
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
性
格
、
環
境
、
意
志･･

･

い

ろ
ん
な
事
が
重
な
っ
た
結
果
が
不
登

校
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
う
。

で
も
苦
し
む
の
は
本
人
と
家
族
。
今

僕
も
あ
の
時
の
お
兄
ち
ゃ
ん
の
年
齢

に
な
り
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
心
境
が
わ

か
る
気
が
す
る
。
あ
の
時
ひ
ど
い
事

を
言
っ
た
人
達
は
、
言
っ
た
事
も
、

不
登
校
の
子
が
い
た
事
も
忘
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
何

か
や
り
き
れ
な
い
思
い
が
す
る
。

今
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は
元
気
に
高
校

に
行
っ
て
い
る
。
全
く
休
ま
な
い
。

お
こ
り
な
が
ら
僕
に
勉
強
も
教
え
て

く
れ
る
。
家
の
手
伝
い
も
よ
く
す
る
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
を
見
習
え
」
と
よ
く

し
か
ら
れ
る
。
「
フ
ン

」
と
言
い

な
が
ら
、
元
気
に
な
っ
た
お
兄
ち
ゃ

ん
を
見
て
僕
は
と
っ
て
も
う
れ
し
い
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

第
23
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
よ
り

お兄ちゃんの不登校

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

21
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迎
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ノ
ル
マ
持
つ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
知
り
な
が
ら
強
い
口
調
で
断
り
を
言
う

棚
野

田

中

久

子

新
年
に
家
族

う

か

ら

の
寄
り
て
十
六
人
二は

十た

歳ち

の
娘
も
二
人
い
る
な
り

坂
本

山

口

昭

市

荒
武
者
の
如
く
鎧よ

ろ

い
て
棕
櫚
の
木
は
皮
も
剥
が
れ
ず
山
峡
に
立
つ

坂
本

木

下

茂

子

十
三
回
忌
の
夫
の
法
事
に
集
ま
り
し
息
子
ら
声
ま
で
夫
に
似
て
く
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

間
違
い
も
忘
れ
も
老
い
の
所せ

為い

と
し
て
八
十
歳
に
近
づ
き
て
来
し

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

子
が
赴
任
せ
し
東
京
は
樹
の
多
く
連
れ
ら
れ
て
歩
く
森
に
安
堵
す

棚
野

島

つ
と
む

み
か
ん
に
も
一
つ
一
つ
の
表
情
あ
れ
ば
語
り
か
け
つ
つ
収
穫
を
す
る

坂
本

平

尾

智

男

明
日
嫁
ぐ
娘こ

を
訪
ね
行
く
越
前
は
車
窓
に
す
じ
雲
の
ど
こ
ま
で
も
続
く

与
川
内

植

松

寄

子

長
雨
も
我
に
は
至
福
の
時
と
な
り
井
上
靖
の
「
白
ば
ん
ば
」
読
む

生
名

柳

田

末

子

迷
信
と
思
え
ど
冬
至
に
は
南
瓜

か
ぼ
ち
ゃ

食
べ
柚
子
風
呂
に
入
り
幸
せ
と
す
る

立
川

堀

梅

子

頬
白
が
傷
め
し
羽
を
引
き
ず
り
て
震
え
お
の
の
く
屋
根
の
日
だ
ま
り

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

離
れ
住
む
娘
の
部
屋
に
風
入
れ
て
呼
ば
れ
た
よ
う
な
「
母
さ
ん
」
の
声

横
瀬

丸

関

朋

子

奉
仕
終
え
足
腰
重
く
曳
き
行
く
も
何
と
も
得
が
た
き
心
地
良
き
汗

横
瀬

廣
安
美
枝
子

遍
路
道
お
接
待
の
み
か
ん
盛
ら
れ
い
て
し
ば
し
の
憩
い
を
呼
び
か
け
て
い
る

横
瀬

日

下

克

子

星
影
の
ワ
ル
ツ
を
階
下
で
歌
う
夫
と
二
階
で
つ
な
ぐ
我
の
鼻
歌

横
瀬

桜
木
千
代
子

雲
去
り
て
心
の
靄
が
晴
れ
る
ご
と
視
野
に
広
が
る
真
っ
青
な
空

横
瀬

平
山
美
千
江

久
し
ぶ
り
に
友
と
訪
ね
し
温
泉
で
子
供
に
か
え
り
て
お
湯
を
掛
け
合
う

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

み
か
ん
採
り
の
長
く
か
か
る
を
喜
び
し
時
代
も
あ
り
し
を
今
な
つ
か
し
む

横
瀬

林

と
み
え

そ
れ
ぞ
れ
の
草
の
手
入
れ
を
人
の
手
に
よ
り
て
成
し
得
る
七
草
出
荷

中
山

溝
内
喜
美
代

孫
生
ま
れ
て
漸
く
身
に
沁
む
親
の
恩
感
謝
し
な
が
ら
子
守
し
て
お
り

坂
本

菅
内
久
美
子

窓
よ
ぎ
る
百
舌
・
目
白
等
も
集
い
来
て
黐も

ち

の
実
残
ら
ず
食
べ
つ
く
し
た
り

棚
野

田

中

茂

子

ひ
よ
鳥
も
猿
・
猪
も
み
か
ん
食
い
生
き
い
る
も
の
の
幸
せ
の
刻と

き

中
山

栗

城

絹

窓
明
く
れ
ば
視
界
広
が
る
秋
の
空
夕
日
輝
く
稼
勢
の
裏
山

横
瀬

西

蔭

達

男

年
寄
り
は
時
代
の
波
に
呑
ま
れ
る
か
忘
れ
ら
れ
ゆ
く
生
比
奈
の
地
名

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

君
思
う
恩
師
の
真
心

こ

こ

ろ

忘
れ
ず
に
勝
高
卒
の
胸
張
る
門
出

沼
江

福

田

房

子

明
日
受
け
る
吾
の
手
術
の
無
事
祈
り
尊
き
命
を
無
駄
に
は
し
な
い

中
山

猪
谷
喜
美
代

悪
人
の
顔
だ
と
言
う
て
孫
が
描
く
顔
が
な
ん
だ
か
俺
に
似
て
く
る

中
山

山

下

房

雄

三
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田
万

里

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山
香

月

〈
選
の
後
に
〉

先
日
、
南
国
阿
波
に
は
珍
し
い
大
雪
が
降
っ
た
。
私
は
ふ
る
里

の
稼
勢
山
の
雪
景
色
を
想
像
し
た
。
横
瀬
冨
士
と
も
呼
ば
れ
る
稼

勢
山
の
雪
の
姿
は
さ
ぞ
美
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た

清
い
流
れ
の
勝
浦
川
に
降
り
込
む
雪
の
姿
に
も
風
情

ふ

ぜ

い

が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
と
思
う
。
水
に
落
ち
着
く
と
き
の
雪
片
の
、
し
な
や
か
で

静
寂
な
美
し
さ
を
思
う
と
き
何
故
か
や
さ
し
く
、
な
つ
か
し
い
心

に
な
れ
る
思
い
が
す
る
。

さ
て
、
今
回
は
郷
土
出
身
の
歌
人
で
、
現
在
も
徳
島
市
内
に
住

み
、
徳
島
の
歌
壇
で
大
い
に
活
躍
中
の
森
貞
幸
さ
ん
の
、
勝
浦
を

詠
ん
だ
お
歌
を
ご
紹
介
し
よ
う
。
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は
毎

号
ご
愛
読
く
だ
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
、
こ
の
た
び
特
別
に
ご
寄
稿

く
だ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
森
さ
ん
に
と
っ
て
も
な
つ
か
し
い
ふ

る
里
勝
浦
の
風
物
を
、
て
い
ね
い
に
詩
情
ゆ
た
か
に
歌
い
描
か
れ

て
い
る
。勝

浦
雑
詠

森

貞

幸

ふ
る
さ
と
へ
近
づ
く
右
岸
山
か
げ
の
土ど

場ば

す
ぎ
る
と
き
車
汚
せ
り

沼ぬ

江え

不
動
前
に
て
遠
く
西
空
に
稼か

勢せ

山
青
き
姿
あ
ら
は
す

向
き
合
ひ
て
啼な

き
交か

ふ
二
羽
の
鶴
の
像
故
郷
の
寺
が
ま
ぼ
ろ
し
に
顕た

つ

芭
蕉
句
碑
確
か
に
見
た
る
記
憶
あ
り
公
孫
樹

い

ち

ょ

う

の
も
と
の
東
林
庵
に

星
谷
橋
渡
り
し
南
の
土
手
上
の
不
動
明
王
北
向
き
に
立
つ

村
芝
居
観
た
る
は
昔
の
観
正
寺

か
ん
し
ょ
う
じ

敷
地

し

き

ぢ

と
呼
び
し
丘お

か

う
へ
な
り
き

森
貞
幸
さ
ん
は
、
勝
浦
町
生
名
の
丸
山
良
章
（
香
月
）
さ
ん
の

実
弟
に
あ
た
ら
れ
る
。
お
兄
さ
ん
は
俳
人
と
し
て
有
名
で
あ
り
、

平
成
十
六
年
度
（
今
年
の
）
と
く
し
ま
文
学
賞
俳
句
作
品
の
最
優

秀
賞
受
賞
者
で
も
あ
り
、
兄
弟
揃
っ
て
短
詩
文
芸
の
実
作
者
と
し

て
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
。

森
貞
幸
さ
ん
は
、
長
ら
く
徳
島
市
内
の
各
中
学
校
の
教
員
を
さ

れ
た
後
定
年
退
職
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
つ
い
で
に
書
け
ば

森
さ
ん
と
私
は
勝
浦
農
学
校
（
現
在
の
勝
浦
高
校
の
前
身
）
の
同

級
生
で
も
あ
る
。
と
も
に
文
芸
部
で
活
躍
し
な
が
ら
終
戦
直
後
の

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
仲
間
で
あ
る
。

松

並

武

夫

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

次
回
作
品
募
集
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国保と医療費

国民健康保険被保険者証の

更新をお忘れなく
現在交付している被保険者証は、３月31日で有効期限が満了します。

したがって４月１日以降は、新しい被保険者証でなければ使うことができません。

つきましては、次の日程の通り係員が出向き更新を行いますから、必ず現在使用されている被

保険者証をご持参ください。

なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・転入・転出・他の健康保険加入等）があった場合は、

印鑑をご持参のうえ、役場窓口で手続きをしてください。
問い合わせ先 勝浦町税務課 ２－1503

被保険者証の正しいとりあつかいを知っておきましょう

住所、氏名、生年月日
などに誤りがないか確
かめましょう。

※久国地区は勝浦町税務課で行います。 ※４月１日以降は勝浦町税務課で行います。

国保に加入している

方は、所得がない方で

も申告が必要です。

まだ、平成16年分の

申告を済ませていな

い方は、検認の時に

印鑑をご持参下さい。

申告を済ませてい

ないと保険税の減額

が受けられませんの

で、ご注意ください。

月 日 平 成 17 年 ３ 月 31 日

地 区 場 所 時 間 地 区 場 所

石原･沼江
沼江コミュニティ
セ ン タ ー

９:00～９:50 坂 本 坂本集会所

今山･山西
掛 谷

東とくしま農協
生 比 奈 支 所

10:00～10:50 坂 本
東とくしま農協
坂本事業所跡

中 角
勝 浦 町 農 村
婦 人 の 家

11:00～11:50 与 川 内
東とくしま農協
与川内事業所跡

黒 岩 勝 浦 会 館 13:00～13:50 横 瀬
東とくしま農協
勝 浦 支 所

星 谷 星谷集会所 14:00～14:50 中 山 中山集会所

生 名
生名コミュニティ
セ ン タ ー

15:00～15:50 棚野･立川 棚野集会所

新しい被保険者証を受け取ったら

裏面の注意事項をよく
読んでおきましょう。

被保険者証の記号番号
を確認して、忘れずに
記録しておきましょう。

被保険者証を使用するときの注意

被保険者証は他人に貸したり借りた
りしてはいけません。

有効期限の過ぎた被保険者証は使え
ません。期限切れのものは更新の手
続きを。

コピーした被保険者証は使えません。 治療を受けたあとは、必ず手元に保
管しておきましょう。（保管の場所を

決めておくと使いやすいです）

������

����

���
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 火 デイケア たんぽぽの会 13:30～15:30 住 民 福 祉
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

２ 水
ツベルクリン反応判定

お よ び Ｂ Ｃ Ｇ 接 種
13:30～14:30 農村環境改善

セ ン タ ー
２月28日にツベルクリン
反応検査を受けた子

母子健康手帳
予防接種手帳
予 診 票

11 金

離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年８月１日～平成
17年１月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30

16 水 健 康 相 談

10:00～11:30 勝 浦 会 館

住 民 健 康 手 帳

13:30～15:00 横瀬 集会所

の保健行事 <問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

勝浦町には、食生活の改善・運動の普及推進をして、

「健康づくりの輪」を広げることを目的とした食生活

改善推進員組織があります。「共に学び、共に育とう」

をモットーに、徳島県下では約1,200人の推進員が活

動しています。

平成17年度食生活改善推進員を次のとおり募集しま

す。食生活に限らず、健康に関心のある方ならどなた

でも参加できます。

１ 主な活動内容

研修会：健康づくり全般について

学習します。

講習会：料理講習、運動実習 など

▲地産地消栄養教室での実習風景

「れんこんと山芋のすりおろし揚げ」を作っています。

≪平成17年度の町での取り組み≫

２ 募集人員：約20人

３ 会 費：年間1,000円

※参加を希望される方は、3月11日 までに、勝浦町

福祉課保健師までお申し込みください。 （ 2-1502）

月 日 内 容

５月25日
筋力アップ体操
講師 株本泰輔 先生

10月25日

料理講習

「カルシウムたっぷりの料理」
骨太カレーとおやつ

11月10日

伝達講習
早速、学んだことをわんぱく教室に

参加した親子に「カルシウムたっぷり
簡単おやつ」を、紹介しました。お母
さん方には、「ちょっとしたひと工夫
で、おいしく乳製品がたべられる」と
好評でした。

平成18年

２月21日

料理講習

「地産地消栄養教室」
地元の野菜を使った料理講習

～平成17年度 食生活改善推進員を募集します～

健康づくりについて一緒に学んでみませんか？
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保 健 だ よ り

花 粉症にご注意！
今春は、前年の夏の気候等の影響により、全国的に観測史上1,2位を争う多さの花粉量が予想

されています。花粉症の方は重症化が、花粉症でない方も発症する可能性が指摘されています。

スギをはじめとする風によって花粉を運ぶ植物は、虫などが花粉を運ぶ植物よりも多量の花
粉をつくり、花粉が遠くまで運ばれるので花粉症の原因になりやすいと考えられています。

花粉症がひきおこされるメカニズムは、花粉に対して人間の身体が起こす異物反応です。身体の免疫
反応が、花粉に過剰に反応して花粉症の症状がでます。
つまり、身体が花粉を外に出そうとするために、「くしゃみ」で吹き飛ばしたり、「鼻水」「涙」で花粉を
洗い流そうとしているのです。
花粉症の人の半数以上は、スギ花粉症が原因であると指摘されています。

花粉症とは

「鼻のムズムズ」「目のかゆみ」…「花粉症かな?」と思ったら、早めに医療機関を受診しましょ
う。

花粉症の症状が起こり始めたごく初期では、鼻粘膜にまだ炎症が進んでおらず、この時期に治療を開
始すると粘膜の炎症の進行を止め、早く正常化させることができるため、花粉症の重症化を防ぐことが
できます。 （厚生労働省「花粉症Ｑ＆Ａ」から抜粋）

花粉の症状がでたら･･･

徳島県の花粉情報は、ホームページにおいて提供されています。(http://kafun.pref.tokushima.jp/)

③
身体についた花粉を

洗い流します。また、

うがいは風邪の予防に

もなります。

3 「洗顔」や「うがい」の励行

④
このことによって、

目に入る花粉や、鼻

から吸い込む花粉を

減らすことができ、

症状を軽くすること

ができます。

4 「マスク」や「めがね」の着用

発症や重症化の予防として、次のことが上げられます。

①
花粉が飛散している時の外出時には、花

粉のつきやすい毛織物による上着やコート

は避けたほうが良いでしょう。すべすべし

た表面の綿か、ポリエステルなどの化学繊

維のものが花粉を付着しにくく、

付着した花粉を吸い込む量を減

らすことが期待できます。また、

頭の花粉は、帽子をかぶること

で避けることができます。

1 外出時の注意

②
外出から戻ったら、

まず服に付着した花

粉を落としましょう。

花粉症のセルフケア

2 玄関口で「服たたき」



３月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
二
火
曜
日

（８日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
三
火
曜
日

（15日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

三
月
十
九
日

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

五

火

曜

日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

３月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

三
月
二
十
二
日

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

三
月
五
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
横
瀬
）

三
月
十
二
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二

一
五
〇
一

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

●

三
月
九
日

●

三
月
二
十
三
日

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
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そ
の
他
新
着
図
書
の
一
部
紹
介

グ
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
レ

阿

部

和

重

だ
い
こ
ん

山

本

一

力

白
蛇
教
異
端
審
問

桐

野

夏

生

午
後
の
磔
刑
（
王
国
記
５
）

花

村

萬

月

透
明
な
歳
月
の
光

曽

野

綾

子

約
束
の
河

堂

場

瞬

一

傷
口
に
は
ウ
オ
ッ
カ

大

道

珠

貴

焦
痕

藤

沢

周

求
愛
ダ
ン
ス

小
川
内
初
枝

月
読

太

田

忠

司

雨
恋

松

尾

由

美

ユ
ー
ジ
ニ
ア

恩

田

陸

九
月
が
永
遠
に
続
け
ば

沼
田
ま
ほ
か
る

〈
犯
罪
被
害
者
〉
が
報
道
を
変
え
る

高
橋
シ
ズ
ヱ

お
り
が
み

つ
つ
む

―

お
り
が
み
工
房

―布

施

知

子

キ
ッ
ズ
キ
ル
ト
in
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ケ
ー
ビ
ル

や
さ
し
い
昔
の
針
仕
事

今
ひ
ろ
こ
編

ス
ロ
ー
な
手
づ
く
り
調
味
料

林

弘

子

初
め
て
の
社
交
ダ
ン
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
悠
々
）鳥

居

弘

忠

★
お
は
な
し
会

二
十
七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

二
日
・
九
日
・
十
六
日
・
二
十
三
日
・

三
十
日

★
休
館
日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日
・

二
十
八
日
・
三
十
一
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却

本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

三
月
の
行
事

図書館だより

新
着
図
書
の
一
部
紹
介

枯
葉
の
中
の
青
い
炎

奇
跡
よ
起
こ
れ
、
ど
ん
な
災
い
が
降
り
か
か
ろ

う
と
も
。
老
い
た
名
投
手
の
悲
願
を
叶
え
さ
せ

る
た
め
、
男
は
密
か
に
南
洋
の
呪
術
を
使
っ
た
。

濃
密
な
味
わ
い
を
持
つ
六
つ
の
物
語
。

恋

愛

小

説

恋
を
読
む
。
甘
い
痛
み
が
胸
に
広
が
る
ひ
そ
や

か
な
時
間
―
五
人
の
名
手
に
よ
る
極
上
の
物
語
。

サ
ン
ト
リ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
話
題

の
ミ
ニ
本
『
新
潮
ハ
ー
フ
ブ
ッ
ク
』
が
一
冊
に
！

末

世

炎

上

無
為
に
生
き
る
下
級
官
吏
・
音
近
、
平
穏
な
暮

ら
し
を
奪
わ
れ
た
娘
・
髪
奈
女
、
徒
党
を
組
ん

で
悪
事
を
繰
り
返
す
貴
族
の
子
・
風
見
、
三
人

は
過
去
か
ら
現
れ
た
あ
る
人
物
に
導
か
れ
て
出

会
う
。

そ
の
時
歴
史
が
動
い
た

第
一
巻
～
第
三
十
巻
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日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

３月４日

３月11日

３月18日

３月25日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

２－4652

交
通
事
故
相
談

３月25日

10:00～16:00

（受付時間
15:00まで）

小松島中央会館

小松島市松島町

5-6

08853-2-2030

相談員

川 西 信 敏

問い合せ先

交通事故相談所

徳島県庁１階

088-621-3200

各 種 相 談

教室名 実 施 日 時 間

生け花
７ 28

19:30～21:30
月 月

大正琴
３ 10 18 木曜 13:00～15:00

金曜 19:00～21:00木 木 金

習 字
４ 11 18

19:00～21:00
金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

３月交流講座ご案内

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を次の

とおり開講します。

３月２日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月６日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月10日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

３月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月14日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月18日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月22日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

３月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月26日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月30日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

まちのうごき
平成17年１月16日～平成17年２月15日（敬称略）

人 口（平成17年１月31日現在）

世帯数 2,115戸

男性 3,197人

女性 3,437人

計 6,634人

出生 男 ４人 女 １人 計 ５人

死亡 男 ２人 女 ４人 計 ６人

転入 男 ７人 女 ３人 計 10人

転出 男 ７人 女 ８人 計 15人

坂口二三江 さん（星谷） 中 瀬 進 之 さん（横瀬）

新 居 治 さん（掛谷）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（１月16日～２月15日）

おくやみ申します

大字沼江字大屋敷 新居美代子（93歳）

大字三溪字樫渕 小出喜三夫（93歳）

大字坂本字繁野 久 積 利 江（54歳）

大字棚野字竹国 前田フジヱ（95歳）

大字三溪字定岡 石尾モモヱ（83歳）

大字三溪字平山 山平ユキエ（93歳）

大字生名字大前 谷 フクヱ（81歳）

大字生名字中道 冨士巻尚志（67歳）

お誕生おめでとう

大字生名字中道 ）倉 橋 寛 樹
典 子

長男 良
りょう

輔
すけ

長男 遼
りょう松 田 広 文

まり子）大字中角字玉の木

長男 能
たか

豊
ひろ久 米 義 和

智 恵）大字生名字大前

長女 杏
あん谷 内 康 治

ひと美）大字中角字東山
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